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Abstract 

The efficacy test of cosmetics is getting popular in cosmetic scientists because the bounds of cosmetic virtue 

are expanded and the proof data are needed to claim the new effects since April in 2001. Bioengineering tech-

niques which is closely related to the substantiation of usefulness of cosmetics have been well-developed espe-

cially in the field of clinical dermatology to examine the skin condition, function, and internal structure non 

invasively. In this paper I describe how these non-invasive techniques are applied to efficacy tests such as skin 

hydration, dry skin, wrinkles, d巴p』gmentation,and skin dulln巴ss.The possibility of application of new t巴chnol-

ogy which are in vivo confocal microscopy and optical coherence tomography to巴伍cacytests is also mentioned. 
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1. はじめに

2001年4月より化粧品の効能の範囲の改正，特記

成分表示に関する化粧品公正競争規約 （公競規）の改

正が施行され，これまで以仁に化粧品の効能評価に対

する関心が高まっている。その理由として効能拡大に

ともない実証データがあればファンデーシ ョン類のス

キンケア効果が誕えることや特記表示に関しては用量

の範囲においてその効果を生じることを客観的に実証

することが義務づけられたからである。いっぽう，化

粧品の効能評価に密接に関係する皮膚計測技術の進歩

は著しく ，これまで目視評価が主であったシワやシミ

の計浪ljは精度よく定量的に解析できるようになった。

また invivo共焦点レーザー顕微鏡やmvivo共焦点ラ

マン顕微鏡， OCT(Optical Coh巴renceTomography）な

ど最新の技術が皮膚科学領域に導入され，非侵襲的方

法による断層撮影だけでなく ，深さ方向における細胞

の形態変化や構成成分の変化についても測定できるよ

うになってきた。 測定技術や製剤技術の進歩，原料・

薬剤jの開発にともない，現時点では化粧品の効能とし

て認められていない機能も付与され，その効能も実証

されてきている。ここでは， まず初めに化粧品および
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薬用化粧品の効能のう ち肌に関わるものについて，現

在どのような評価法が用いられているかについて概説

し，その後，各論として①皮膚保湿 －水和 ② ドライ

スキン・肌荒れ③シワ ④美白 ⑤くすみ などに

関する評価技術および⑤最近開発された技術の効能評

価への応用の可能性について述べる。

2.肌に関わる効能とその評価法

化粧品に関わる 55効能のうち肌に対する効能とそ

れに対応すると考えられる評価法について TableIに

まとめた。皮膚上での変角反射率測定，表面形態測定

をはじめとして Table1に掲げた評価法は測定法とし

てある程度確立されてはいるものの，「この効能に対

してはこの測定法 （評価法）をこのように行うJとい

った効能評価に関するガイ ドライ ン・許価基準は設定

されておらず，各メーカー ・研究者に委ねられている

のが実状である。いっぽう， EUでは EEMCO(Euro-

pean Group on E侃cacyM巴asurementof Cosmetics and 

Other Topical Products）から測定法に関するガイドラ

インがSkinResearch & Technology や SkinPharmacol-

ogy & Applied Skin Physiology等の皮膚科の専門誌に

掲載されており（Table2）， 日本においても基準化を
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